
本日の講義
自
然
科
学
系
統

法
政
大
学
─
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
─
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
─

49 48
今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

自
分
が
感
じ
る
楽
し
さ
を

共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

安
積
先
生
の
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
１
」
は
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
軸
に
、
ア
イ
デ
ア
や

発
想
の
有
効
性
を
具
体
的
な
「
試
作
」
を
通

し
て
検
証
す
る
の
が
特
長
だ
。

こ
の
日
の
講
義
で
は
、
ま
ず
安
積
先
生
が

英
国
の
中
高
一
貫
教
育
校
用
に
デ
ザ
イ
ン
し

た
家
具
が
紹
介
さ
れ
た
。
限
ら
れ
た
教
室
空

間
の
効
率
的
な
運
用
方
法
を
提
案
す
る
、
洗

練
さ
れ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
あ
る
。

学
生
た
ち
が
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る

中
、「
こ
の
家
具
は
教
室
の
新
し
い
使
い
方
の

提
案
だ
け
で
な
く
、
中
高
生
の
体
の
成
長
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
」
と
安
積
先
生
。
と
て

も
有
用
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

「
デ
ザ
イ
ン
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、価
値
創

造
と
問
題
解
決
の
両
面
な
の
で
す
」
と
安
積

先
生
は
力
説
す
る
。

安
積
先
生
が
、
こ
の
講
義
課
題
と
し
て
学

生
た
ち
に
提
示
し
た
の
は
、
玩
具
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ゲ
ー
ム
の
制
作
。

「
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
運
用
方
法
」の
新
し
く
魅

力
的
な
関
係
を
「
玩
具
を
用
い
た
ゲ
ー
ム
」

を
考
案
す
る
こ
と
で
学
ぶ
と
い
う
の
が
課
題

の
趣
旨
で
あ
る
。
ま
ず
は
既
存
の
例
を
紹
介

し
、
楽
し
い
体
験
を
通
し
て
人
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
大
切
さ
を
強
調
し
た
。

良
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
ら

実
際
に
カ
タ
チ
に
し
て
み
よ
う

玩
具
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ゲ
ー
ム
づ

く
り
を
行
う
に
際
し
、
条
件
設
定
が
な
さ
れ

た
。①

玩
具
や
ゲ
ー
ム
自
体
が
楽
し
い
こ
と

②
幅
広
い
年
齢
層
が
楽
し
め
る
こ
と

③
３
分
以
内
に
決
着
が
つ
く
こ
と

以
上
３
つ
で
あ
る
。

あ
る
学
生
は
「
ア
イ
デ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
だ
け
で
な
く
、実
際
に
素
材
を
吟
味
し
、実

作
ま
で
行
う
の
は
か
な
り
ハ
ー
ド
で
す
。
で

も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
も
の
づ
く
り
の
お
も
し

ろ
さ
が
実
感
で
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。

実
際
、
講
義
を
終
え
た
の
ち
、
造
形
制
作

室
で
実
作
に
励
む
こ
と
が
、
学
生
に
は
求
め

ら
れ
る
。

こ
の
日
の
講
義
の
終
盤
で
は
、
安
積
先
生

が
、
用
意
し
た
い
く
つ
か
の
ゲ
ー
ム
を
学
生

た
ち
と
実
際
に
試
し
て
み
た
。
一
番
盛
り
上

が
っ
た
の
は
「
ナ
イ
ン
タ
イ
ル
」
と
い
う
９

枚
の
カ
ー
ド
表
裏
に
記
さ
れ
た
絵
柄
を
並
べ

替
え
る
シ
ン
プ
ル
な
ゲ
ー
ム
だ
。

初
め
て
の
プ
レ
イ
で
「
私
の
カ
ー
ド
に
な

い
マ
ー
ク
が
あ
る
」
と
訴
え
た
学
生
も
「
あ
、

な
ん
だ
裏
に
も
あ
る
ん
だ
」
と
す
ぐ
に
ル
ー

ル
を
理
解
し
た
。

「
そ
こ
に
は
大
人
も
引
き
込
ま
れ
る
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
最
大
限
に

生
か
す
ル
ー
ル
を
考
え
る
こ
と
、
ゲ
ー
ム
は

い
わ
ば
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

両
方
が
溶
け
合
っ
た
価
値

創
造
の
見
本
で
す
」
と
安

積
先
生
。

次
回
の
講
義
で
は
、
全

員
が
自
分
の
考
え
た
企
画

の
説
明
を
既
定
の
時
間
内

に
行
い
、
先
生
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

「
人
が
惹
か
れ
る
強
い

魅
力
を
持
つ
も
の
と
は
何

か
、
創
造
を
通
し
て
考
察

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
安

積
先
生
。

実
制
作
の
経
験
か
ら
デ

ザ
イ
ン
の
本
質
を
学
ぶ
、

ユ
ニ
ー
ク
な
ゼ
ミ
で
あ
る
。

人
を
魅
了
す
る
物
・
事
と
は
？

経
験
を
通
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
！

法
政
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学

京都市立芸術大学デザイン科卒。RCA
（英国王立美術大学）修士課程修了。英
国を拠点として活動の後、個人事務所
「a studio」設立。2016年に東京に拠点
を移し、法政大学デザイン工学部システ
ムデザイン学科教授に就任。教鞭をと
る一方で、テーブルウェア・家電・家
具・空間などのデザインで国際的な企業
と協働している。国内外で受賞、審査員
歴多数。代表作の名作家具「LEM stool」
のV&A博物館収蔵をはじめ、世界各国
の美術館に作品が収蔵されている。
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伸し
ん

先
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聞
き
ま
し
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QA

ゼ
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ー
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シ
ョン

この講義で
学ぶこと

人
と
環
境
に
優
し
い
「
も
の
づ
く
り
」
を
総
合
的
に
研
究
す
る
。
基
本
テ
ー
マ
は
、
人
間
中
心
の
美
的
・

機
能
的
デ
ザ
イ
ン
。「
も
の
づ
く
り
」
の
全
体
像
を
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
い
う
３
つ
の
分
野
を
通
し
て
学
ぶ
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

合島 祐里さん
デザイン工学部 システムデザイン学科４年
東京都 私立 かえつ有明高校卒

稲原 章太郎くん
デザイン工学部 システムデザイン学科４年
福岡県立 城南高校卒

技
術
の
発
達
が
社
会
の
仕
組
み
や
価
値
観
を
変
え
、
10
年
後

の
世
界
で
さ
え
予
測
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
物
事
の
本
質
は
変
わ
り

パソコン上でデザインするだけでなく、実際に手を
動かし、人間工学の視点から実作し、検証するのが
安積先生の講義です。以前は木のおもちゃを試作。
デザインの奥深さ、ものづくりの楽しさが学べます。

文具などの日用品のデザインに興味があり、入学しまし
た。３年間の講義で、デザインにはプロダクトデザイン
からイベントやプロジェクトの空間デザインまで広が
りがあることを学習。将来の選択肢が広がっています。

自分自身も楽しんでものづくりが学べる 日用品から空間設計までデザインを極めたい

※講義は2019年に取材したものです。

ま
せ
ん
。
現
実
的
な
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
問
題
解
決
や
新
た
な

価
値
を
追
究
す
る
、
創
造
力
の
基
礎
が
養
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
3
年
次
秋
学
期
以
降
に
所

属
す
る
ゼ
ミ
選
択
に
向
け
、プ
レ
ゼ
ミ（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
1
）を
実

施
し
、
希
望
候
補
3
つ
の
研
究
室
を
仮
体
験
す
る
。
安
積
教

授
の
講
義
で
は
、
モ
ノ
と
シ
ス
テ
ム
の
関
係
を
実
制
作
か
ら

学
ぶ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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システムデザイン学科では、ア
イデアを単にデザインするだけ
でなく、実作を通して問題を解
決し人を楽しませるデザインを
創ることを学生に求めていま
す。講義だけで完結しないので、
学生も必死です。ここで培った
デザイン力は実社会で役立つこ
とでしょう。

法政大学は
こんな大学
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人間環境学部 キャリア
デザイン学部 デザイン工学部 GIS（グローバ

ル教養学部）

経済学部 社会学部 現代福祉学部 スポーツ
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情報科学部 理工学部 生命科学部資料請求

自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知

全
学
部
の
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
就

職
支
援
、
学
生
生
活
の
充
実
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
学
生
た
ち
の
多
様
な
能
力
や
個
性
を
大
切
に

し
、
そ
れ
を
伸
ば
す
た
め
の
実
践
知
教
育
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
海
外
留
学
制
度
や
英
語
に
よ
る
授

業
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
も
日
本
人
学
生
と
外
国
人

留
学
生
が
交
流
す
る
機
会
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
設

け
て
い
て
、キ
ャ
ン
パ

ス
内
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
て
い
ま
す
。法
政

大
学
と
い
う「
自
由
の

広
場
」で
入
学
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

語
学
力
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
生
き
る
力
を
育
て
る

異
文
化
へ
の
理
解
を
通
じ
て
、
広
い
視
野
を
持
て

る
よ
う
多
彩
な
機
会
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
す
べ
て
英
語
で
授
業
を
行

う
Ｅ
Ｒ
Ｐ（
英
語
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
）や
、
留
学
生

と
気
軽
に
交
流
が
で
き
る
Ｇ
ラ
ウ
ン
ジ
で
身
に
付

け
た
実
践
的
な
語
学
力
を
、
全
学
部
対
象
の
派
遣

留
学
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
わ
せ
た
学
部
独
自

の
留
学
・
海
外
研
修
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

派
遣
留
学
制
度
で
は
全
員
に
最
大
1
0
0
万
円
の

奨
学
金
が
支
給
さ
れ
、
派
遣
先
の
授
業
料
は
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。

大学憲章グローバル教育
MessageGlobal Education

田中優子総長

P48-49_法政_念校


